
みんなで実践編 昼と⼣⽅の2回、たき⽕
を繰り返しながらたき⽕が⾃然に循環す
る⽅法を考えます。少ない燃料の⼩さな
⽕で調理してみよう。

たき⽕道
 DAY CAMP

2024年 11⽉10⽇(⽇)9:00〜17:00
場所：⿅留カヌー⼯房

⼭梨県都留市⿅留3064

対�象：⼩学校1年⽣∼6年⽣ 

定�員：10名程度 

お申込み：右のQRコードから→

締め切り：定員になり次第受付を終了します。�

参加費：5,000円 昼・⼣⾷込み

たき⽕のこと
アウトドアアドバイザー寒川さんにたき⽕
をする上で⼤切にしていることを教えても
らいます。

たき⽕のその後

森のこと

カヌー⼯房の⼭⽥さんに森への想いの話や
⼯房での活動を教えてもらいます。

TIME SCHEDULE 

主催・企画／一般社団法人都留まなびの未来づくり推進機構　　　
info@tsurulabo.jp

みんなで
たき⽕のその後
を考えよう

リュック、⽣⽶1合、⽔筒、軍⼿、
帽⼦、着替え、防寒着、⾬具�(上下
セパレート式が望ましい)、⻑靴、

⾷器（お椀、お⽫、コップ、
はし、スプーン）、ゴミ袋、保険証

のコピー、懐中電灯�または
ヘッドライト�など。

持ち物

なんのために⼈はたき⽕をする？

森をまもるためになにができる？

⼩さなたき⽕の⼤切さ

⾬天決⾏

takibidou�たきびどう


